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6月の粗大ごみの日は6月22日（月）です。当日の朝に総合体育館駐車場に出してください。
粗大ごみは指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別をして出しましょう。
9月の粗大ごみの日は9月28日（月）です。当日の朝、総合体育館駐車場に出してください。
粗大ごみは指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別をして出しましょう。
12月は「粗大ごみ」と「特殊ごみ」の月で、28日（月）です。当日の朝に、総合体育館駐車場に出してください。

「特殊ごみ」の品目は、リサイクルカレンダーをご覧ください。

『サンタクロースと
                あったよる』

クレメント・C・ムーア/詩
ホリー・ボビー /絵

　二宮 由紀子/訳　　BL出版

　クリスマスのまえのばん、だれ
もがねしずまったころ。ふと、めを
さましたパパがであったのは…。
アメリカに古

ふる

くから伝
つた

わる詩
し

がも
とになった、クリスマスにぴった
りの絵

え ほ ん

本です。

『明日をつくる十歳のきみへ
—103歳のわたしから』

日野原 重明/著
冨山房インターナショナル

『子どもはみんな問題児。』

中川 李枝子/著
  新潮社

　「子どもは子どもらしいのがい
ちばんよ」
　『ぐりとぐら』の作者で元保母
だった著者が、子育てに悩むお母
さんに贈る、心がほぐれる45の
メッセージです。

　「いのちってなんだろう？」
　いのちって自分が使える時間。
でも他人のためにも使えるね !?
　「命の授業」を225回以上続けて
いる103歳 日野原重明さんからの
メッセージです。

イベントのお知らせ ※原則申し込み不要

今月のおすすめ本

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみください。
日時　12月5日（土）　午前11時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

◦0,1,2歳児のクリスマスおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽しみください。
日時　12月17日（木）  午前11時～
対象　0,1,2 歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

◦ギターの調べ

　クラシックギターの音色を聴きながら、館内で癒し
のひとときをお楽しみください。
日時　12月12日（土）　午前10 時～
場所　図書館・児童コーナー
演奏　山上 浩幸氏

☆ クリスマスおはなし会

　クリスマスのおはなしや手袋人形、工作もあります。
サンタさんがプレゼントを渡しに来てくれるかも…!!

日時　12月19日（土）　午後2時〜
対象　幼児 ～ 小学生
定員　50名

場所　図書館・視聴覚室

●12月の休館日
	 7日	（月）、14日（月）
	 21日	（月）、23日（水・祝）
 	27日〜1月5日
	　（月末整理日・年末年始）

◎	今月の「おはなし探検隊」は クリスマスおはなし会
のためお休みです。

♩

♪

♬

サンタさん
も登場予定
です♪

※要申し込み（電話か図書館
　のカウンターにて受付）

　

9
月
30
日（
水
）に「
平
成
27
年
度
環
境
保
全
推
進
大
会
」が
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、夏
休
み
の
課
題
と
し
て
町
内
小
中
学
生
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
、環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
優
秀
作
品
や
、緑
の
カ
ー
テ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
の
受
賞
者
の
方
へ
の
表
彰
や
、「
人
と
環
境  

す
っ
き
り
し
ょ
う
わ
」に
よ
る
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
大
会
の
後
半
は
、講
師
に
環
境
省
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
藤
巻
眞
史
様
を
お
招
き
し
、「
資
源
ご
み
の
ゆ
く
え　

な
ぜ
分
別
す
る
の
か
」と
い
う

演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
昭
和
町
環
境
保
全
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

環境保全ポスター入賞作品 環境保全標語
最優秀作品

緑のカーテン
コンテスト受賞者

●
最
優
秀
賞　
押
原
小
学
校 

様

●
優 

秀 

賞	

松
本 

輝
美
子 

様

  	

佐
野 

治
人 

様

●
部 

門 

賞

  （
一
般
家
庭
の
部
）

　
　
田
中
憲
治 

様

  （
事
業
所
の
部
）

　
　
東
住
機
器
販
売
有
限
会
社 

様

  （
教
育
・
公
共
の
部
）

　
　
西
条
小
学
校　
様

●
最
優
秀
賞	

押
原
小
学
校　
植
松
春
道
さ
ん

  	

「
リ
サ
イ
ク
ル　
未
来
へ
つ
な
が
る　
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

●
優
秀
賞　

	

西
条
小
学
校　
北
村
和
輝
さ
ん

  	

「
た
ま
っ
た
ね　
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
で　
マ
マ
笑
顔
」

●
優
秀
賞　

	

常
永
小
学
校　
依
田
彩
花
さ
ん

  	

「
せ
つ
で
ん
だ
!!　
い
つ
も
家
族
は　
同
じ
部
屋
」

●
優
秀
賞　

	

押
原
中
学
校　
中
澤
夢
花
さ
ん

  	

「
澄
ん
だ
水　
守
る
心
は　
濁
ら
な
い
」

　昭和町商工会商業部会では、消費者のみな
さまの日頃のご愛顧に感謝し、年末年始大売
出しを実施します。
　今年度は12月1日(火)から1月10日(日)ま
で、参加各商店や飲食店など、町内の「のぼり
やポスターのある店」で実施しています。今
年度も、その場で抽選券を削っていただき、
5,000円〜200円までが当たる「スクラッチ
くじ」方式です。
　残念賞の粗品もご用意して
おりますので、さらに町内のお
店をご愛顧くださいますよう
お願い申し上げます。

問い合わせ　
　昭和町商工会　商業部会（☎275‐3344）
　URL:http://www.showaf.com/

昭和町商工会
年末年始大売り出しのご案内

常永小学校　
　深澤功季 さん

●最優秀賞

●優秀賞

押原小学校
　奥平 奈那さん

押原中学校
  井上 明日実さん

西条小学校
  嶋崎 京介さん

最優秀賞、押原小学校様作品
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その132国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　〒 409-3864 昭和町押越 616　☎ 275-0640  FAX 275-6497
　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL  http://www.town.showa.yamanashi.jp/other/syakyou/index.html

－社協だより－
　　　　　 まごころ   第 220 号

12月の予定 （時間・場所等については、社協までお問い合せください）
12月  3日(木) 阿原いきいきふれあいサロン
12月  8日(火) クリスマスふれあいランチ
12月  9日(水) スマイルサロン西条新田
12月10日(木) いきいきふれあいサロン上二
12月15日(火) 西条一区いきいきふれあいサロン
12月16日(水) ふれあいサロンしみず
12月17日(木) いきいきふれあいサロン上河東
12月18日(金) いきいきふれあいサロン上二
12月21日(月) いきいきふれあいサロン河西

  12月中旬 ふれあいサロン中島

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方

免
除
申
請
の
審
査
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
１
万
５
５
９
０
円
で

す
。基
本
的
に
国
民
年
金
に
加
入
す

る
手
続
き
を
す
る
と
、２
～
３
週
間

後
に
納
付
書
が
お
手
元
に
届
き
ま

す
。納
付
書
に
は
期
限
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、期
限
内
に
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
方
法
は
毎
月
納
め
る
方
法

と
ま
と
め
て
納
め
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
を

「
前
納
」と
い
い
ま
す
が
、前
納
す
る

場
合
、毎
月
納
め
る
よ
り
も
若
干
保

険
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

　

納
付
書
は
、原
則
と
し
て
４
月
か

ら
翌
年
の
３
月
分
ま
で
が
ご
自
宅

に
届
き
ま
す
。住
所
や
名
前
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
で
も
新
し
い
納
付

書
は
送
ら
れ
て
き
ま
せ
ん
の
で
、お

手
持
ち
の
納
付
書
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、住
所
変
更
や
氏
名
変
更

の
手
続
き
は
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、転
入
や
転
出
の
際
に
は
手
続
き

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

基
礎
年
金
番
号
は
、個
人
一
人
に

つ
き
一
つ
の
番
号
で
す
。ご
自
身
の

番
号
が
二
つ
以
上
あ
る
方
は
、一
度

加
入
履
歴
を
年
金
事
務
所
に
確
認

く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、口
座
振
替
も

可
能
で
す
。口
座
振
替
を
希
望
の
方

は
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、役
場
窓
口
も
し
く
は
年
金
事
務

所
に
て
手
続
き
く
だ
さ
い
。（
※
）

　

口
座
振
替
に
よ
る「
前
納
」も
あ

り
ま
す
が
、手
続
き
の
時
期
に
よ
っ

て
は
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。申
請
し
て
か
ら
登
録
ま
で
約

２
カ
月
か
か
り
ま
す
。４
月
か
ら
前

納
の
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、平
成
28
年
２
月
ま
で
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
支
払
い
が
厳
し
い
と

い
う
方
に
対
し
て
保
険
料
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
所
得
が
未
申
告
の
方

は
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、平
成
26
年
10
月
か
ら
所

得
が
未
申
告
で
も
審
査
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、所
得

が
未
申
告
だ
と
国
民
健
康
保
険
税

※	

口
座
振
替
を
申
請
し
た
場
合
、約

２
カ
月
後
か
ら
の
振
替
に
な
り

ま
す
が
、そ
れ
ま
で
の
期
間
の
保

険
料
は
納
付
書
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。口
座
振
替
の
通
知
が

届
い
た
ら
、何
月
分
か
ら
振
替
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

等
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
に
免
除
申
請
を
す
る
た
め
に

来
庁
さ
れ
た
際
に
は
所
得
が
無
く

て
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
制
度
の
所
得
限
度
額
等
の

詳
細
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参

考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
で
は
、会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。毎

日
を
楽
し
く
、元
気
で
活
動
的
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
方
達
の
集
ま
り
で
す
。楽
し
く
語
ら
い
、健
康
づ
く
り
、

互
い
の
助
け
合
い
活
動
、趣
味
や
教
養
文
化
学
習
、ス
ポ
ー
ツ
や

旅
行
な
ど
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

 

※	

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
に
は
、概
ね
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
い
き
が
い
ク
ラ
ブ

専
門
部
と
し
て
設
立
し
た
マ
ー

ジ
ャ
ン
部
が
４
回
目
の
活
動
を
終

え
、毎
回
時
間
が
足
り
な
い
ほ
ど
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。部

員
数
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、

マ
ー
ジ
ャ
ン
に
興
味
の
あ
る
方
、い

き
が
い
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
、マ
ー

ジ
ャ
ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
毎
月
第
１
月
曜
日（
予
定
）

　
正
午
～
午
後
４
時
頃

問
い
合
わ
せ

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内

　
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

 　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

第32回 町福祉ゲートボール大会を開催しました

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

７
月
10
日（
金
）、高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

「
第
32
回
町
福
祉
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」を
い
き
が
い

ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
の
ご
協
力
の
も
と
、釜
無

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
降
り
続
い
た
雨
の
影

響
で
開
催
日
を
延
期
し

た
当
日
は
、す
っ
か
り

天
気
も
回
復
し
最
高
気

温
32
度
を
示
す
中
、総

勢
46
名
の
方
が
ア
ツ
イ

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

決
勝
戦
・
３
位
決
定
戦
を
行
う
程
の
接
戦
の
中
、

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

○ 

優　
勝　
清
水
新
居

○ 

準
優
勝　
西
条
二
区

○ 

３　
位　
築
地
Ｂ

　

６
月
か
ら
８
月
の
２
カ
月
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
平
成

27
年
度
日
赤
社
費
募
集
に
つ
い
て
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
２
３
７
万
７
５
０
０
円
も
の
社
費
を
納
入
い
た
だ
き
ま

し
た
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
社
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
へ
全
額
送
金
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
併
せ
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
赤
十
字
社
昭
和
町
分
区

日
赤
社
費
募
集
へ
の
ご
協
力
の
お
礼

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
部
の
紹
介

開
催
日
時

優勝した清水新居チーム

善意ありがとうございました
　
「
福
祉
の
増
進
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」と
あ
た
た
か

い
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

◦
昭
和
町
商
工
会 

様

問
い
合
わ
せ

 
●	 
加
入
履
歴
等
に
つ
い
て	

竜
王
年
金
事
務
所	

（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

 

●	 

手
続
き
に
つ
い
て　

	

昭
和
町
役
場　
町
民
窓
口
課

			




（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）
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国
保
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民窓口課
☎275-8264

国民健康保険
加入世帯 2,687世帯
被保険者 4,621人
平成27年10月末現在

No.83

○
現
役
並
み
所
得
者

世
帯
に
市
町
村
民
税
課
税
所
得
が
1
4
5
万
円

以
上
あ
る
被
保
険
者
が
い
る
世
帯
の
方

○
低
所
得
者
Ⅰ

世
帯
全
員
の
各
種
所
得
が
0
円
の
方
、
ま
た
は

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
被
保
険
者
本
人
が

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

○
低
所
得
者
Ⅱ

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
「
低
所
得
者

Ⅰ
」
の
区
分
に
該
当
し
な
い
方

○
一
般

上
記
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

　

計
算
対
象
期
間
は
8
月
1
日
～
翌
年
7
月
31

日
ま
で
の
1
年
間
。

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己
負
担

額
が
あ
り
、
自
己
負
担
額
の
合
計
が
基
準
額
を

超
え
た
世
帯
。

※	

高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
金
額
は
、
自
己
負

担
額
か
ら
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
8
月
1
日
～
平
成
27
年
7
月
31

日
の
1
年
間
に
つ
い
て
支
給
対
象
と
な
る
方
。

国
保
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く
！

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
な
ど
を
除
い
た
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

へ
の
加
入
は
、
世
帯
ご
と
に
行
い
ま
す
。

　

世
帯
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、

保
険
税
の
支
払
い
（
納
付
）
義
務
者
は
、
世
帯
主
に
な
り

ま
す
。

　
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
」
と
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
1
年
間
（
8
月
1
日
～
翌
年
7
月
31
日
）
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担

額
を
合
計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
金
額
を
「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
で
今
年
度
の
支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
新
年
1
月
頃
に
支
給
申
請
の
ご
案
内
（
勧

奨
通
知
）
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
も
基
準
額
を
超
え
る

負
担
の
あ
る
方
は
、「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
が
支
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
窓
口
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
勤
め
の
方
な
ど
そ
の
他
の
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
基
準

基
準
額
一
覧

勧
奨
通
知
送
付
対
象
者

　

今
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
い
た「
国
民
健
康
保
険
税
」額
は
、

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の「
社
会
保

険
料
控
除
」と
し
て
、所
得
か
ら
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
額
を
確
認

し
た
い
場
合
、役
場
町
民
窓
口
課
に「
国

民
健
康
保
険
税
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
は
、保
険

証
な
ど
被
保
険
者
番
号
と
本
人
の
確
認

が
で
き
る
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。な

お
、ご
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
以
外
の

方
が
申
請
す
る
場
合
、本
人
の
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、町
民
窓
口
課（
☎
2
7
5
‐

8
2
6
4
）ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
に

「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
の

お
知
ら
せ
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

○
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

国
保
の
加
入
日
は
以
前
の
健
康
保
険
を
脱
退

し
た
日
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
の
で
、
国
保
税
も

同
様
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
一
度
に
多
額
の
国
保

税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間
に
か

か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

資
格
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
国
保
の

保
険
証
を
使
っ
て
医
療
を
受
け
て
し
ま

っ
た
場
合
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費

を
あ
と
で
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と

保
険
税
（
料
）
を
二
重
払
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

○
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
で
傷
病
を
受
け
た
場
合
で
も
、
国
保

を
使
っ
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は
必
ず
国

保
に
届
け
出
て
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き
、
や
め
る
と
き
は
、

14
日
以
内
に
役
場
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う

国
保
の
届
け
出

こ
ん
な
と
き
に
も
届
け
出
を

○
国
保
に
加
入
す
る
と
き

こ
ん
な
と
き
は
14
日
以
内
に
届
け
出
を

届
け
出
に
必
要
な
も
の

他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

他
の
市
区
町
村
の
転
出
証
明
書
、印
か
ん

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
、印
か
ん

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

保
険
証
、母
子
健
康
手
帳
等
、印
か
ん

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

保
護
廃
止
決
定
通
知
書
、印
か
ん

○
国
保
を
や
め
る
と
き

他
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

保
険
証
、印
か
ん

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

国
保
と
健
保
の
保
険
証
、印
か
ん

生
活
保
護
を
受
け
る
と
き

保
険
証
、保
護
開
始
決
定
通
知
書
、印
か
ん

死
亡
し
た
と
き

保
険
証
、死
亡
を
証
明
す
る
も
の
、印
か
ん

○
そ
の
ほ
か
の
と
き

住
所
、世
帯
主
、氏
名
な
ど
が
変
わ
っ
た
と
き

保
険
証
、印
か
ん

保
険
証
を
な
く
し
た
り
、

　
よ
ご
れ
て
使
え
な
く
な
っ
た
り
し
た
と
き

保
険
証
、身
分
を
証
明
す
る
も
の
、印
か
ん

修
学
の
た
め
、子
ど
も
が
他
の
市
区
町
村
に

住
む
と
き

保
険
証
、在
学
証
明
書
等
、印
か
ん

基礎控除後の所得区分 基準額 所得区分 基準額

901 万円超 176 万円 現役並み所得者
（上位所得者） 67 万円

600 万円超～ 901 万円以下 135 万円

210 万円超～ 600 万円以下 67 万円
一般 56 万円

210 万円以下 63 万円

住民税非課税 34 万円 低所得者
Ⅱ 31 万円

Ⅰ 19 万円

※
各
区
分
の
要
件
は
、
ご
加
入
の
医
療
保
険
制
度
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
・
国

民
健
康
保
険
制
度
の
場
合
、
次
の
と
お
り
で
す
。

［70歳未満の方の世帯］ ［70歳以上の方の世帯］
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問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　

今
年
も
あ
っ
と
言
う
間
に
12

月
に
な
っ
て
し
ま
し
ま
し
た

が
、
今
年
の
山
梨
県
の
大
ニ
ュ

ー
ス
の
一
つ
に
は
大
村 

智
先
生

が
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を

受
賞
さ
れ
た
こ
と
が
挙
が
る
と

思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
十
年
前

の
２
０
０
５
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
は
ピ

ロ
リ
菌
を
発
見
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
医
師
マ

ー
シ
ャ
ル
氏
と
ウ
ォ
ー
レ
ン
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。

長
年
の
間
、
胃
内
は
胃
酸
の
た
め
細
菌
は
生
息
で

き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
二
人
は
ヒ

ト
の
胃
粘
膜
か
ら
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌

を
分
離
培
養
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
自
ら
ピ
ロ
リ
菌

を
飲
ん
で
、
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
炎
を
起
こ
す
こ
と
を

証
明
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
胃
炎
の
み
な
ら
ず

胃
十
二
指
腸
潰
瘍
の
原
因
に
な
る
こ
と
や
、
さ
ら

に
慢
性
胃
炎
か
ら
胃
癌
を
発
症
す
る
こ
と
が
判
明

し
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
胃
癌
は
９
割
以
上
で
ピ

ロ
リ
菌
が
原
因
と
い
わ
れ
て
お
り
、
胃
の
健
康
は

ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
が
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
率
は
発
展
途
上
国
で
は
高
く
、

先
進
国
で
は
低
い
の
で
す
が
、
日
本
で
は
そ
の
中

間
く
ら
い
で
、
衛
生
環
境
の
改
善
に
よ
り
感
染
率

は
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
の
調
査

で
は
60
歳
代
で
は
約
８
割
、
20
歳
代
で
は
２
割
弱

の
人
が
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
は
一
度
感
染
が
成
立
す
る

と
自
然
治
癒
す
る
こ
と
は
稀
で
、
抗
生
物
質
を
２

種
類
、
胃
酸
を
抑
え
る
胃
薬
の
計
３
種
類
の
薬
を

一
週
間
内
服
す
る
こ
と
で
治
療
し
ま
す
（
ピ
ロ
リ

菌
の
除
菌
）。
し
か
し
、
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い

る
ほ
と
ん
ど
の
人
は
無
症
状
で
、
す
べ
て
の
人
が

胃
十
二
指
腸
潰
瘍
や
胃
癌
に
な
る
訳
で
は
な
い
た

め
、
今
ま
で
は
ピ
ロ
リ
菌
が
陽
性
な
だ
け
で
は
治

療
の
適
応
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
に
保

険
適
応
に
な
っ
た
の
は
胃
十
二
指
腸
潰
瘍
で
、
そ

の
後
、
胃
マ
ル
ト
リ
ン
パ
腫
、
特
発
性
血
小
板
減

少
性
紫
斑
病
、
早
期
胃
癌
の
内
視
鏡
切
除
後
が
保

険
適
応
に
な
り
、
２
０
１
３
年
に
は
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
・
ピ
ロ
リ
感
染
胃
炎
に
ま
で
保
険
が
適
応
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
実
質
的
に
ピ

ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
人
す
べ
て
が
治
療
の
適

応
に
な
る
こ
と
と
同
じ
意
味
で
す
。
し
か
し
胃
炎

の
場
合
は
治
療
前
に
内
視
鏡
検
査
を
行
う
こ
と
が

必
須
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
胃
炎
の
診
断
と

共
に
胃
癌
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
治
療
後
は
胃
か
ら
ピ
ロ
リ
菌
が
き

ち
ん
と
除
菌
さ
れ
た
か
を
検
査
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
除
菌
が
成
功
す
る
率
は
だ
い
た
い
８
割
く

ら
い
で
す
。
除
菌
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
薬
を
変

え
て
再
除
菌
し
ま
す
。
除
菌
す
る
と
胃
十
二
指
腸

潰
瘍
や
胃
癌
に
な
る
率
は
低
く
な
り
ま
す
が
、
未

感
染
者
と
比
べ
る
と
胃
癌
に
な
る
リ
ス
ク
は
高
い

の
で
定
期
的
に
胃
の
検
査
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
に
は
、
自
分
の
健
康

だ
け
で
な
く
、
子
供
に
ピ
ロ
リ
菌
を
感
染
さ
せ
な

い
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
を
き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
に
よ
り
、

全
国
で
毎
年
新
た
に
胃
癌
に
な
る
十
数
万
人
を
数

万
人
単
位
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
内
視
鏡
検
査
で
胃
炎
が
あ
る
と
い
わ

れ
た
人
は
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
健
康
診
断
な
ど
で
ピ
ロ
リ
菌
が
い
る
と
い
わ

れ
た
人
は
医
療
機
関
を
受
診
し
て
適
切
な
治
療
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

胃
の
健
康
と
ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
第
一
内
科　
特
任
講
師　
山
口
達
也

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

‐５
４
７
５
）

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
、水
道
管
の
水
が
凍
っ
て
出
な
く
な
っ
た

り
、水
道
管
が
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

早
め
に
水
道
管
の
冬
支
度
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
甲
府
市
上
下
水
道
局
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
2
2
8
‐
3
３
１
１
）

◉
水
道
管
を
保
温
す
る

　

屋
外
に
あ
る
水
道
管
は
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
毛
布

な
ど
を
巻
い
て
防
寒
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、室
内
で

も
ト
イ
レ
や
洗
面
所
の
水

道
管
は
凍
結
や
破
裂
が
生

じ
や
す
い
場
所
な
の
で
防

寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◉
水
抜
き
を
す
る

　

水
抜
き
栓
は
、水
道
管
の
凍
結
防
止

に
有
効
な
手
段
で
す
。夜
間
や
長
期
間

水
道
を
使
用
し
な
い
時
は
、水
抜
き
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※	

水
抜
き
栓
は
、必
ず

止
ま
る
ま
で
い
っ
ぱ

い
に
回
さ
な
い
と
漏

水
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、蛇
口
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
、ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
温
め
て
く
だ
さ
い
。

熱
湯
を
一
気
に
か
け
る
と
、蛇
口
や
水
道
管
を
傷
め
る
だ

け
で
な
く
、や
け
ど
な
ど
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、凍
っ
た
状
態
で
無
理
に
蛇
口
を
回
し
た
り
す
る

と
、パ
ッ
キ
ン
や
蛇
口
な
ど
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
が
破
裂
し
た
時
や
上
記
の
方
法
で
解
凍
で
き
な
い
場
合
は
、次
の
連
絡

先
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。（
修
理
費
は
自
己
負
担
）

　

ま
た
、水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、「
止
水
栓
」ま
た
は「
水
抜
き

栓
」で
水
を
止
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
甲
府
市
管
工
事
協
同
組
合（
☎
２
２
８
‐
８
８
５
１
）

◎
最
寄
り
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

　
（
上
下
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://www.water.kofu.yamanashi.jp/

に
掲
載
）

　

貯
水
槽
水
道
と
は
、建
物
な
ど
で
使
用
す
る
水
道
水
を
一
度
受
水
槽
に
た
め
て

か
ら
各
家
庭
や
事
務
所
な
ど
に
給
水
す
る
水
道
設
備
の
こ
と
で
す
。貯
水
槽
の
設

置
者
に
は
法
令
な
ど
に
基
づ
き
、適
正
な
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。　

※	

受
水
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、建
物
の
所
有
者
が
受
水

槽
の
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　
昭
和
町
役
場　
環
境
経
済
課（
☎
2
7
5
‐
8
3
5
5
）

　
中
北
保
健
所（
☎
2
3
7
‐
1
3
8
2
）　　
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●問い合わせ  甲府市上下水道局  TEL228-3311（代）
　　　　　　　　　　　　　　   FAX228-3773
URL  http://www.water.kofu.yamanashi.jp

凍
結
か
ら
水
道
管
を
守
る
に
は
…

水
道
管
が
凍
結
し
た
時
は
…

貯
水
槽
水
道
の
適
正
管
理
を

水道管の冬支度はお早目に！
気温マイナス４℃以下は危険

☃☃☃

ゆっくり
温めて

◉
水
を
出
し
て
お
く

　

水
抜
き
栓
が
な
い
場
合
や
、翌
朝
特

に
冷
え
込
み
が
予
想
さ
れ
る
時
は
、蛇

口
か
ら
少
量
の
水（
箸
の
太
さ
く
ら
い
）

を
出
し
て
お
く
の
も
凍
結
防
止
に
有
効

な
手
段
で
す
。

◉
給
湯
機
器
に
も

防
寒
対
策
を
す
る

　

給
湯
器
や
給
湯
配
管
も
、凍
結
・
破

裂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。水
抜
き
を

す
る
な
ど
防
寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

※	

市
販
の
保
温
材
や
電
気
式
の
保
温
材

も
有
効
で
す
。給
湯
器
の
防
寒
に
つ

い
て
不
明
な
点
は
、販
売
店
ま
た
は

メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　本年9月末現在、県内の人と車の衝突事故による死者
は9人で、交通事故死者全体の39.1%を占め、そのうち横
断中に車にはねられた方が6人と、大きな割合を占めて
います。
　人と車の衝突事故の原因として一番多いのが、安全不
確認や脇見運転などの漫然運転によるものです。
　車を運転している時には常に前を見て安全確認を徹
底し、横断歩行者の早期発見に努めるなど、横断歩行者
を交通事故から守りましょう。

  横断歩行者は赤信号と同じです。
　ドライバーは、横断歩道の手前では減速して歩行者に
備え、横断歩行者がいる時は一時停止しなければなりま
せん。
　横断歩道は歩行者が優先であるこ
とを再認識し、交通ルールの遵守と
思いやりを持った運転を心掛けま
しょう!

　平成27年度の狩猟期間は、
11月15日 か ら 翌 年2月15日 ま
でです。（ニホンジカ、イノシ
シは翌年3月15日まで）

　また、山梨県猟友会が、この狩猟期間とは別
に、山梨県特定鳥獣保護管理計画に基づく個体
数調査の管理捕獲を行っています。
　3月に入ると、登山、
ハイキングや釣り人
など入山者が多くな
りますので、狩猟の際
は十分に注意してく
ださい。

 捕獲実施の鳥獣保護区
　八ケ岳、白鳳、大菩薩、秩父連峰、三ツ峠、小金
沢、富士山北、身延山、篠井山、県民の森、旭ケ丘、
山中湖および甲斐駒の各鳥獣保護区

横断歩行者が優先です！ 狩猟期の事故に気をつけて！
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NO.103
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
、
し
ま
せ
ん
か

委
員　
福
田 

聖
子
（
築
地
新
居
）　

No.134

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

今
年
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
。
子
ど
も
と
一

緒
の
お
父
さ
ん
方
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の

幸
せ
そ
う
な
笑
顔
に
、
こ
ち
ら
ま
で
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
日
は
男
性
の
育
児
休
暇
取
得

の
お
話
。
ユ
ー
キ
ャ
ン
の
調
べ
で
は
、
育

児
休
暇
取
得
の
男
性
は
、
育
児
参
加
の
メ

リ
ッ
ト
を
大
き
く
感
じ
、
ほ
と
ん
ど
の
男

性
が
「
ま
た
取
り
た
い
」
と
希
望
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
15
年
余
り
の
取

得
率
は
横
ば
い
で
、
平
成
24
年
で
も
た
っ

た
1.9
％(

ニ
ッ
セ
イ
調
査)

。
な
ぜ
そ
の
良

さ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
男
性
は
育

児
休
暇
を
取
ら
な
い
、
取
れ
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

平
成
26
年
２
月
10
日
、
マ
ツ
コ
デ
ラ
ッ

ク
ス
出
演
の
番
組(https://www.youtube.

com/watch?v=nomkOP1Y1-c)

で
、
日
刊
ゲ

ン
ダ
イ
の
調
査
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
「
パ
タ
ハ
ラ
」
が
男
性
の

育
児
休
暇
取
得
を
妨
げ
て
い
る
と
言
う
の

で
す
。

　

パ
タ
ハ
ラ
と
は
、
上
司
が
男
性
部
下
の

育
児
参
加
を
妨
げ
る
行
為
の
こ
と
。「
育
児

は
母
親
の
役
割
」「
評
価
を
下
げ
る
ぞ
」
等

と
言
わ
れ
て
し
ま
う
と
、
復
帰
後
の
冷
遇

に
不
安
を
感
じ
、
取
得
で
き
な
い
現
実
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

他
、
家
庭
の
経
済
的
事
情
も
含
め
て
、
い

ろ
い
ろ
な
事
情
が
、
男
性
の
育
児
休
暇
取

得
を
妨
げ
て
お
り
、
改
善
に
は
時
間
が
か

か
り
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
。
人
生
観
・
価
値

観
を
含
め
自
分
は
「
ど
ん
な
生
き
方
を
し

た
い
の
か
」「
自
分
の
人
生
で
何
を
大
事
に

し
た
い
の
か
」
等
、
生
き
方
の
優
先
順
位
を

つ
け
て
、
ど
ん
な
状
況
の
中
で
も
、
主
体

的
に
自
分
の
人
生
を
選
択
し
、
一
度
き
り

の
人
生
を
大
事
に
生
き
て
い
く
生
き
方
で

す
。
社
会
の
改
善
と
共
に
、
自
分
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

◎
冬
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

　
玄
関
に
花
色
の
暖
か
さ
を
！
冬
の

寒
さ
に
も
負
け
な
い
可
憐
な
花
々
を

寄
せ
植
え
し
ま
せ
ん
か
。

・
日
時　
12
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

・
場
所　
総
合
会
館　
軽
運
動
室

・
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

・
費
用　
２
０
０
０
円
（
材
料
費
）

・
講
師　
花
倶
楽
部 

渡
辺
美
佐
子 

氏

・
持
ち
物　
軍
手
、
土
入
れ
ス
コ
ッ

プ
、
花
き
り
ば
さ
み
（
お
持
ち

の
方
）

◎
お
や
こ
の
料
理
教
室

　
～
み
ん
な
で
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
～

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
は
託
児

し
ま
す
。
美
味
し
く
て
楽
し
い
経
験

か
ら
、
体
も
心
も
健
や
か
に
！

・
日
時　
12
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

・
場
所　
総
合
会
館　

２
階
調
理
室

・
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

・
費
用　
無
料

・
講
師　
昭
和
町
食
生
活
改
善
推
進
員

・
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

お
手
拭
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん

対
象　
町
内
在
住
又
は
勤
務
の
方

受
付
開
始

　
12
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

し
ょ
う
わ
（
☎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

　
児
童
館
で
は
、
４
館
合
同
の
小
学

生
向
け
事
業
と
し
て
、「
親
子
で
作

る
★
リ
ボ
ン
リ
ー
ス
作
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
可
愛
い
リ

ボ
ン
リ
ー
ス
を
作
っ
て
お
家
に
飾
り

ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
11
日
（
金
）

　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

場
所　
総
合
会
館　
和
室

対
象　
町
内
在
住
の
小
学
生
親
子

定
員　
親
子
20
組
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
０
円

講
師　
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

　
土
橋
美
穂 

氏

持
ち
物　
は
さ
み
（
工
作
用
の
は
さ

み
で
結
構
で
す
）

受
付
期
間

　
12
月
１
日
（
火
）
～
８
日
（
火
）

※
平
日
及
び
土
曜
日
の
午
前
中
の
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
押
原
児
童
館
（
☎
２
７
５
‐
６
４
６
２
）

　
西
条
児
童
館
（
☎
２
７
５
‐
９
６
１
６
）

　
常
永
児
童
館
（
☎
２
７
５
‐
０
３
５
８
）

　
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
２
３
３
‐
１
１
５
２
）

　
親
子
で
楽
し
く
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を

と
り
な
が
ら
、
遊
び
を
通
し
て
命
を

守
る
術（
す
べ
）を
学
び
ま
し
ょ
う
！

日
時　
12
月
14
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
常
永
児
童
館

対
象　
町
内
在
住
の
乳
幼
児
親
子

定
員　
親
子
20
組
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

講
師　
リ
ズ
ム
オ
ブ
ラ
ブ

　
渡
辺
光
美 

氏

持
ち
物　
飲
み
物
、汗
拭
き
タ
オ
ル
、

動
き
や
す
い
服
装
（
親
子
で
裸
足

で
の
活
動
と
な
り
ま
す
）

受
付
期
間

　
12
月
７
日
（
月
）
～
11
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
常
永
児
童
館

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
３
５
８
）

　
伝
統
文
化
で
あ
る
飾
り
結
び
の
亀

結
び
の
ア
レ
ン
ジ
で
お
正
月
を
彩
り

ま
す
。
お
香
入
り
で
す
。

日
時　
12
月
13
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
お
よ
び
14
日

（
月
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
風
土
伝
承
館　
杉
浦
醫
院

対
象　
町
内
在
住
又
は
勤
務
の
方

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

講
師　
長
坂
加
奈
子　
氏

持
ち
物　

ピ
ン
セ
ッ
ト
、
針
、
糸
、

は
さ
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
風
土
伝
承
館
杉
浦
醫
院

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
１
４
０
０
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

正副班長町内外研修に行ってきました
文
芸
コ
ー
ナ
ー

老
体
を
か
ば
い
検
診
受
け
て
見
る

究
極
へ
幾
度
か
来
た
道
ふ
り
返
る

小
沢　

春
男

川
柳

明
日
の
夢
良
い
事
思
い
今
日
も
暮
れ

今
日
よ
り
明
日
を
夢
見
て
前
向
に

堀
内　

冨
美

敬
老
会
あ
の
人
何
組
見
た
事
な
い

柿
た
べ
る
友
達
ご
近
所
柿
の
山

小
俣　

芳
枝

人
生
の
終
り
の
果
て
は
誰
知
ら
ず

柿
の
れ
ん
夕
陽
を
浴
び
て
出
荷
待
ち

山
本
ひ
ろ
子

あ
な
た
も
「
川
柳
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

川
柳
部

　
　
（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

－

８
６
４
１
）

い
き
い
き
講
座

親
子
で
作
る
★
リ
ボ
ン
リ
ー
ス

作
り

あ
そ
び
の
お
け
い
こ

結
び
で
彩
る
お
正
月
飾
り

　　平成27年10月1日（木）正副班長、執行部、保健師と一緒に、押原公園、清水新居にある地域密着型
　特別養護老人ホーム「ほたるの郷 翔

しょうわ

和」、並びに甲府地区消防本部の見学をしました。

　押原公園では、普段見る事のできない備蓄倉庫の見学や地下貯水タンクの仕組
みを学びました。震災時必要になる物資がたくさん保管されていました。公園は

一時的な避難所で、実際避難する場所は常永小学校、西条小学校、地域交流センター
になるそうです。

　ほたるの郷 翔
しょうわ

和は、今年の4月にオープンしたばかりでとて
もきれいな施設でした。見学した時は、11名が入居されてい

ました。高齢化が進むなか地域密着型の施設があることはとても
心強いです。利用者の笑顔も印象的でした。

　甲府地区消防本部では、高機能消防指令センターや多くの種
類の消防車の見学もしました。災害時の備えや隊員の方の人

命救助の姿勢もとてもすばらしかったです。
　愛育会では、毎年ミニ研修として蘇生法も行っています。大きな
災害が起きた時には、声かけを行い地域のみんなで助け合うこと
ができたらと考えています。
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自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で

は
、
次
の
と
お
り
防
衛
大
学
校
学
生

等
を
募
集
し
ま
す
。

◎
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般・後
期
）

・
応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
以

上
21
歳
未
満
の
方

・
募
集
人
員

　
　
人
文
・
社
会
科
学
専
攻　
約
10
名

　
　
理
工
学
専
攻　
　
　
　
約
30
名

・
受
付
期
間　
平
成
28
年
１
月
20
日

（
水
）
～
29
日
（
金
）

◎
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
）

・
応
募
資
格　
男
子
で
中
卒
（
見
込

含
）
以
上
17
歳
未
満
の
方

・
募
集
人
員　
　
　
　
約
２
６
０
名

・
受
付
締
切

　
　
平
成
28
年
１
月
8
日
（
金
）

◎
貸
費
学
生
（
技
術
）

・
応
募
資
格　
大
学
の
理
学
部
、
工

学
部
の
３・
４
年
次
ま
た
は
大

学
院
修
士
課
程
在
学
で
修
業
時

に
26
歳
未
満
の
方

・
募
集
人
員　
陸
・
海
・
空　
約
10
名

・
受
付
期
間　
12
月
１
日
（
火
）
～

平
成
28
年
１
月
８
日
（
金
）

◎
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

・
応
募
資
格　
男
子
で
18
歳
以
上
27

歳
未
満
の
方

・
募
集
人
員　
多
数

・
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
受
付

問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
８
３
‐
５
１
５
０
）

　
10
月
１
日
か
ら
山
梨
県
内
で
働
く

人
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
は
、
常
用・臨
時・パ
ー

ト・ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態
、

性
別
、
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
県

内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

山
梨
県
最
低
賃
金　
１
時
間
７
３
７
円

対
象　
全
て
の
労
働
者

　
※
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
除
く

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局　
賃
金
室

　
　
　
　
（
☎
２
２
５
‐
２
８
５
４
）

　
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料

費
助
成
金
の
平
成
27
年
１
月
～
12
月

分
の
請
求
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

助
成
対
象
者

　
平
成
27
年
度
の
自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

ま
た
は
平
成
28
年
度
か
ら
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、
療

育
手
帳
Ａ
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

特
別
・
第
１
・
第
２
項
症
に
該
当

す
る
方

　
※
山
梨
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
に
限
る

受
付
日
・
会
場

◎
昭
和
町
総
合
会
館

　
１
月
５
日
（
火
）
午
前
10
時
～　

正
午
お
よ
び
午
後
１
時
～
３
時

◎
そ
の
他
の
会
場

・
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

　
　
１
月
７
日
（
木
）・25
日
（
月
）・

27
日
（
水
）・
29
日
（
金
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

・
甲
斐
市
敷
島
総
合
文
化
会
館

　
　
１
月
８
日
（
金
）・
14
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
防
災
交
流
セ

ン
タ
ー

　
　
１
月
12
日
（
火
）・
15
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
北
杜
市
役
所
本
庁
舎

　
　
１
月
22
日
（
金
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
北
杜
市
役
所
長
坂
総
合
支
所

　
　
１
月
19
日
（
火
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
北
巨
摩
合
同
庁
舎

　
　
１
月
21
日
（
木
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
※
各
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

　
※
２
月
５
日
（
金
）
ま
で
中
北
保

健
福
祉
事
務
所
で
も
受
付
（
た

だ
し
要
事
前
連
絡
）

持
ち
物

　
○
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助

成
金
請
求
書
○
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
（「
自
動
車
税
減
免
済
み
」

と
押
印
が
あ
る
も
の
）
○
印
鑑
○

減
免
対
象
の
自
動
車
検
査
証
○
預

金
通
帳
○
対
象
期
間
分
の
自
動
車

燃
料
の
支
払
証
明
書
（
購
入
先
給

油
店
か
ら
証
明
を
受
け
た
も
の
）

ま
た
は
領
収
書
（
請
求
者
氏
名
が

印
字
さ
れ
て
い
る
も
の
）
お
よ
び

購
入
量
計
算
書

　
※
請
求
書
、
購
入
量
計
算
書
お
よ

び
支
払
証
明
書
の
用
紙
は
、
福

祉
課
窓
口
の
ほ
か
県
中
北
保
健

福
祉
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
配
布

問
い
合
わ
せ

　
中
北
保
健
福
祉
事
務
所　
福
祉
課

　
　
　
　
（
☎
２
３
７
‐
１
３
８
１
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

　10 月は、先 月と比 較 する
と全体の収集量は約 27t 増の
322t となり、一世帯あたりの収
集量では先月に比べて 3 ㎏増
の 39kg となりました。引き続
き Reduce（リデュース＝ごみ
を出さない）Reuse（リユース
＝ごみを再使用する）Recycle

（リサイクル＝ごみを再利用す
る）の再確認、生ごみの水切
りやごみの分別を徹底し、ごみ
の減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 10 月分の医療費は、
約 8,823 万 1 千 円（ 前 年
同月比 22.14% の増）です。
　ジェネリック医薬品は
開発コストがかからない
分、新薬より３～５割程
度安くなり、医療費の節
約に役立ちます。

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

10月9月8月7月6月5月4月

常永地区押原地区西条地区

38

46

37

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみの排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

INFORMATION CORNER  
暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
12
月
17
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名

受
付
開
始

　
12
月
７
日
（
月
）
午
前
９
時
～

　
（
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他　
○
相
談
無
料
・
要
予
約

　
○
予
約
は
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

　
○
次
回
予
定
は
無
料
法
律
相
談
と

し
て
２
月
18
日
（
木
）

　
○
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
昭
和
町
人
権
擁
護
委
員
で
は
、
人

権
に
関
す
る
特
設
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要

で
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
12
月
４
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
中
央
市
立
豊
富
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

　
（
中
央
市
大
鳥
居
３
７
３
８
‐
１
）

内
容　
親
族
間
の
問
題
、
名
誉
、
信

用
、差
別
、配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
児
童
・
生
徒
の
い
じ

め
等
人
権
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
行
政
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　

県
で
は
、「
辛
さ
が
２
倍
な
ら
楽

し
さ
も
２
倍
！
～
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
た
ち
～
」
と

題
し
、
人
権
啓
発
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
多
様
な
人
々
が
抱

え
る
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
打
開
す
る

ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
入
場
無
料
で
、
事
前
申
し

込
み
も
不
要
で
す
。

日
時　
12
月
16
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
山
梨
県
立
図
書
館

　
（
甲
府
市
北
口
二
丁
目
８
番
１
号
）

講
師　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ　
元
女
子
日

本
代
表　
杉
山
文
野 

氏

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

　
　
　
　
（
☎
２
２
３
‐
１
３
５
１
）

　
県
で
は
、
会
員
制
の
１
対
１
の
お

見
合
い
シ
ス
テ
ム
「
や
ま
な
し
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ご
自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
登
録

し
、
お
相
手
し
た
い
相
手
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
情
報
を
検
索
す
る
と
「
や

ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

が
個
別
に
お
引
き
合
わ
せ
し
ま
す
。

　
成
婚
カ
ッ
プ
ル
も
続
々
誕
生
し
て

い
ま
す
。
結
婚
を
誠
実
に
希
望
さ
れ

る
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

会
員
に
な
れ
る
方

　
結
婚
を
誠
実
に
希
望
し
、
自
ら
努

力
さ
れ
る
20
歳
以
上
の
独
身
の
方

会
員
登
録
料　
　
　
　
　
　
１
万
円

お
引
合
わ
せ
費
用　
　
一
人
２
千
円

問
い
合
わ
せ

　
や
ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
３
４
‐
５
７
９
０
）

　
今
年
７
月
に
発
売
し
た
「
昭
和
町

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
の
使
用
期
限

は
、
今
年
12
月
31
日
で
す
。
期
限
を

過
ぎ
た
商
品
券
は
無
効
と
な
り
ま
す

の
で
、お
早
目
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
期
限　
平
成
27
年
12
月
31
日

利
用
可
能
店
舗

　
昭
和
町
内
の
約
２
８
０
店
舗

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
商
工
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
３
３
４
４
）

防災一口メモ　　住宅火災から命を守るポイント

女性防災ネット昭和

　防災は地震や台風への備えだけではありません。空気が乾燥し火災が
起こりやすいこの季節。ご家庭の火災への備えも再点検してみませんか。
★逃げ遅れを防ぐために、「住宅用火災警報器」を設置しましょう。
★寝具やカーテンは、燃えにくい「防災品」を使用しましょう。
★火災を小さいうちに消すために、「家庭用消火器」を設置しましょう。
★ストーブの近くに燃えやすいものを置かないようにしましょう。
★ガスコンロのそばから離れるときは、必ず火を消しましょう。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昭
和
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
今
年
で
結
成
4
年

目
、 

来
年
5
周
年
を
迎
え
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
声

援
を
頂
き
な
が
ら
こ
れ
ま
で
に
全
国
大
会
２
度
、
関
東
大
会
に
は

３
度
出
場
す
る
な
ど
高
い
目
標
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

練
習
で
は
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
だ
け
で
は
な
く
、
み
ん
な
で

拾
っ
て
繋
い
で
カ
バ
ー
し
合
い
、ラ
リ
ー
を
楽
し
む
事
を
モ
ッ
ト
ー

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

団
で
は
一
年
生
～
五
年
生
の
男
の
子
を
募
集
し
て
い
ま
す
。か
っ

こ
い
い
お
兄
さ
ん
達
と
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

練 習 日
　木・金曜日　午後 5 時 30 分～ 7 時 45 分
　土　曜　日　午前 9 時～正午
　　　　　　　 または午後 1 時～ 4 時
　日　曜　日　公式戦または練習試合等
練習場所
　昭和町総合体育館、西条小学校、常永小学校

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

人
権
啓
発
講
演
会

特
設
人
権
相
談

防
衛
大
学
校
学
生
等
募
集

山
梨
県
最
低
賃
金
を
改
正

　
　
　
　
　
１
時
間
７
３
７
円
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んなの広場み

 の 食推から町 よく噛んで腹八分目＝健康寿命

◆ 作り方
①豚肉に塩麹、酢をもみ込み60分置いておきます。
②キャベツは2㎝角、その他の材料は一口大に切ります。
③鍋で油を熱し、豚肉、玉ねぎ、にんじんを炒めます。
④③に水を加え、20 ～ 30分ほど煮込みます。
⑤④にじゃがいもを加え、さらに煮込みます。
⑥火を止め、ルーを入れてよく溶かします。また、牛乳

を入れ、弱火にかけてとろみがつくまで混ぜます。
⑦皿に盛り、ブロッコリーを添えたら、できあがり。

～今月は「河東中島区食生活改善推進員さん」からのレシピです～

ポークシチュー

◆ 材料（4 人分）
＊豚肉…………… 400g
＊玉ねぎ………… 200g
　　　　（中1と1/2個）
＊じゃがいも…… 200g
　　　　　　　（中 2個）
＊にんじん……… 100g
　　　　　　　（中 1本）
＊キャベツの葉……3枚
＊茹でたブロッコリー
　　　　　　　……適宜

＊油……………大さじ 1
＊塩
しおこうじ
麹………小さじ 1/2

＊酢……………小さじ 1
＊水…………… 600cc
＊牛乳………… 200cc
＊シチュールー……1/2 箱

食生活改善推進員会  事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

○チャイルドシート貸与事業○
利用料　無　料（出産の１週間前から１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子供の保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

あ
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き

　
今
月
の
表
紙
は
、
稲
刈
り
を
す
る
子
供
た

ち
で
す
。
慣
れ
な
い
鎌
を
使
っ
た
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刈
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で

し
た
が
、
笑
顔
い
っ
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に
上
手
に
刈
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取
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て
、
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と
い
う
ま
に
稲
の
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が
出
来
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。（
関
連
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事
９
頁
）

　
刈
り
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っ
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主
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動
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人
と
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境
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っ
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や
大
冠
酒
造
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町
お
こ
し
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で
い
る
「
酒
米
山
田
錦
」
の
稲
で
、
こ
の
お

米
か
ら
美
味
し
い
お
酒
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

酒
粕
を
使
っ
た
甘
酒
も
つ
く
ら
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
店
頭
で
見
か
け
た
ら
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
美
味
し
い
で
す
よ 

(^-^)

　今年も早いもので一年の締めくくりの
時期になりました。減塩と騒がれている
昨今、皆様も家庭で実践している方が多
いと思います。意外と減塩は簡単にでき
るものなんです。

　今月はクリスマスや年末にごちそうを食べる
分、塩分摂取量も必然的に増えてきます。うま味
成分のある食品を使ったり、１品だけ普通の味に
して残りは減塩にする、こげ目をつけて香ばしさ
をだす、蒸し焼きにレモン汁をかけ
るなどいかがでしょうか。楽しい年
末年始、ちょっぴりだけ塩分摂取量
を意識してみてくださいね♪

年末年始の特別な食事にも健康の願いをこめて…

食生活改善推進員会  事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！
掲載者にはお子さんを表紙に使ったわが家だけ

4 4 4 4 4

の特別表紙をプレゼント
いたします。自慢のアイドルをぜひ広報にお寄せください。

申し込み・問い合わせ　企画財政課企画情報係（☎ 275-8154）

わが家のアイドル大募集！

おうぼ待って
る
よ
♪
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